
Japan’s hidden champions reign supremeページに、当社代表取締役社長 阿部 守晃のインタビュー記事が掲載されました。

2022.12.23に発行「Newsweek 国際版」掲載について
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株式会社 ハイテック・システムズは、半導体・フラットパネルディスプレイ（­��）の製造装置のリフォームメーカーとして、業界内でニッチを切り開いてきました。阿部守晃社長は、
半導体の高度化に伴い、これまでの改修装置の需要は高水準であり、今後も高水準で推移すると説明している。「最新の半導体を製造するには、最先端の装置が必ずしも
必要ではなく、製造後20年経過した装置で製造することができます。したがって、世界中の650 の製造工場は、その装置を微調整または校正する必要があります。したがって、
中古装置市場では、装置の寿命の維持および延長が重要であり、それが本当に私たちのビジネスの焦点を占めています」と彼は説明する。
「これまでは、半導体はパソコン向けが主流でしたが、今ではモバイル向けにシフトしています。次の半導体のフロンティアは、電気自動車やドローンとなります。日本企業は、
これを真剣に受け止めれば、半導体市場では、再び最高の地位を占めると考えています」

日本語訳はこちら

半導体・FPDメーカーにとって必要不可欠な
パートナーとして成長を続けるハイテック･システムズ 
代表の阿部守晃氏が率いる株式会社ハイテック・システムズは、厳しい経済情勢を乗り越え、
製造装置とエンジニアリングサービスで市場をリードする企業へと成長を遂げた。

「お客様の信頼は常に私たちの最優先事項です、長期的な関係を築くことが何よりも大切だと考えています」
株式会社ハイテック・システムズ 代表取締役社長 阿部 守晃

1991 年のバブル崩壊以降、日本は停滞し、その後の数十年は「失われた 30 年」と呼ばれるようになった。 
しかし、株式会社ハイテック・システムズにとって、この 30 年間は決して停滞したものではない。バブル崩壊直後に創業し、厳しい経済情勢を乗り越えて、横浜に本社を置く
同社は力強く発展してきた現在、年間売上高は 2 億ドルに達している。

その秘訣は何なのだろうか。 
ハイテック・システムズには、日本では珍しい三面のビジネスモデルがある。
「半導体や FPD（フラットパネルディスプレイ）製造装置の中古品の買い取り・販売を行っていますが、それに加えて、他に 2 つの事業部門を構えています」 
「ひとつは、製造装置の修理、改造、メンテナンスなどのエンジニアリングサービス、もうひとつは、MEMS デバイスを製造する先端装置の輸入と販売にフォーカスしています」
「簡単に言えば、このようなビジネスモデルを持つ会社は他になく、これが我々が達成したすべてのことの大きな原動力となっているのです」
そんな阿部氏自身もハイテック・システムズのサクセスストーリーには欠かせない存在だ。大胆不敵なCEOとして、半導体メーカーや FPDメーカーの新規顧客を獲得するため、
日本の保守的なビジネス文化に逆らって、日本全国を精力的に飛び回ってきた。
「ハイテック・システムズに入社した当初は、ほとんど誰もこの会社のことを知りませんでしたし、日本企業は本当に実績を重視します。老舗企業との取引が難しかったので、
数年かけて日本の各都道府県の数え切れないほどのメーカーを個人的に訪問しました」
「あるとき大手メーカーに行ったときは、正門の前に立って、ハイテック・システムズのことをみんなに知ってもらうためにチラシを配ろうとしたことさえありました」
「断られても断られても、同じことを繰り返し続けたのです。すると、いつの間にか日本の大企業が門戸を開いていたのです。これが今日ある会社の基盤を築くための第一歩
でした」
ハイテック・システムズの成長は、顧客の声に耳を傾け、顧客のためにさらに努力する組織全体の文化にも垣間見える。 
企業として当たり前のように感じることだが、阿部氏は本当の意味で実践している企業はいくつあるのだろうかと指摘する。「お客様の信頼は常に私たちの最優先事項です。
長期的な関係を築くことが何よりも大切だと考えています」 
未来志向の阿部社長は、常に 5 年後、10 年後を見据えている。そして、ハイテック・システムズにとって、新たなホライズンを探すということが今後 10 年の明確な焦点だ。  
すでに中国、韓国、台湾で多くの事業を展開しているが、バイデン政権の CHIPS 法により半導体生産量の増加が目指されている米国とヨーロッパといった 2 つの市場をターゲット
にしている。
「世界の半導体分野で米国の果たす役割はますます重要になり、戦略的な価値も高まっていくでしょう。我々は今、次の飛躍に向けて段階的に準備を進めています」
「米国市場に参入すれば、それを足がかりとしてさらにヨーロッパに事業を拡大することができます。そういった意味で、米国進出は非常に重要な戦略なのです」
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英国通信社「The worldfolio」のWEBニュースサイトにも掲載されております。
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より詳しいインタビュー内容（英文）はこちら
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当社は横浜 F・マリノスの
オフィシャルパートナーです

©1992 Y.MARINOS

www.hightec-sys.com

株式会社ハイテック･システムズ

〒222-0033   神奈川県横浜市港北区新横浜3 -19 -5新横浜第二センタービル12階

TEL 045-478-6511   FAX 045-478-6512

新横浜本社


